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１ 計画の基本的事項   

 

(1) 環境基本計画とは 
函南町環境基本計画は、函南町環境基本条例第７条の規定に基づき「環境施策を総合的かつ計

画的に推進するための計画」であるとともに、「第六次函南町総合計画」を環境面から推進する計

画です。 

   

 

(2) 計画の期間 
本計画の計画期間は、令和５（2023）年度から令和 13（2031）年度までの９年間とします。 

令和 

（年度） 
5 6 7 8 9 10 11 12 13 

年度 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 

函南町 

環境基本

計画 

計画 

開始 

年度 

 
中間 

目標 

年度 

 目標 

年度 

 

 

(3) 環境の範囲 

項  目 内  容 

脱炭素社会 地球温暖化、省エネルギー、再生可能エネルギー、公共交通 など 

循環型社会 廃棄物、６R 活動、ごみの分別、適正処理、食品ロス など 

自然共生社会 公園、野生鳥獣、動植物の絶滅種、森林、農地、緑化、土地利用 など 

良好な生活環境における

社会 

大気汚染、水環境、水循環、土壌、騒音、振動、悪臭、不法投棄、美化、

景観 など 

 

 

(4) 計画の推進主体と役割 
 本計画を推進する主体は、町、町民及び事業者となります。各主体は、函南町環境基本条例第

３条の基本理念に基づき、町、町民及び事業者がそれぞれの立場で、また、相互に連携を図りなが

ら、役割を果たすことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携 連携 
連携・協力 

●毎日の生活の中で、自ら環境へ配

慮した行動に努める。 

●町が実施する環境施策に協力す

る。 

●事業活動によって公害発生しな

いよう努める。 

●自然環境の適正な保全に努める

とともに、町が実施する環境施策

に協力する。 

 

●環境に応じた計画を作り、その計

画を進める。 

●町民や事業者等の環境保全活動

等へ支援をする。 

●町が事業を実施する際は、環境へ

配慮し実施する。 

連携 

事業者の役割 町民の役割 

町の役割 
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２ 計画の体系   

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

望ましい環境像 人と自然が共生し、豊かな資源を生かした 

環境で暮らせるまち かんなみ 

住み続けたいまちづくりのためには、地球温暖

化対策などを含む持続可能な社会の形成、豊かな

自然景観、歴史的な環境資源など残された貴重な

環境の保全、資源を生かした循環型社会の形成、

大気汚染や悪臭などの生活環境の悪化のない、快

適に安心して暮らせる環境づくりを目指す必要

があります。 

これらを実現するために一人ひとりが環境保

全に関する知識を高め、日常生活や行動を見直

し、継続して実行していくことが求められます。 

基本目標１ 

環境にやさしい 

まちづくり 

基本目標２ 

ごみを減らし、 

資源を生かすまちづくり 

基本目標３ 

自然と共生し、 

未来へつなぐまちづくり 

基本目標４ 

環境を守り、 

安心して暮らせるまちづくり 

基本目標５ 

人々が学び、 

行動につなげるまちづくり 

省エネルギー社会の実現 

基本施策１ 

再生可能エネルギーなどの導入・利用促進 

基本施策２ 

６R 活動などによる資源再利用の推進 

基本施策３ 

ごみの分別の促進・適正な処理 

基本施策４ 

自然緑地の保全、公園等の適正管理 

基本施策５ 

森林と農地の保全 

基本施策６ 

人と自然との共生 

基本施策７ 

美しくきれいなまち 

基本施策８ 

水と空気の環境保全 

基本施策９ 

環境について学ぶ・情報を発信する 

基本施策 10 
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３ 環境を守る「10 の基本施策」   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

望ましい環境像の実現に向け、今後の取り組むべき

事項を「10 の基本施策」として取りまとめました。 

省エネルギー社会の実現 基本施策１ 

家庭、事業所、町有施

設、まちづくり全体の

省エネルギーを推進し

ます。 

省エネルギー対

策の実践 

次世代自動車の

購入 

数値目標 

主な指標 現状値（2021 年度） 目標値（2030 年度） 

再生可能エネルギーなどの導入・利用促進 基本施策２ 

再生可能エネルギー

の導入促進や気候変動

による影響の低減を図

ります。 

太陽光発電施設

の設置 

緑のカーテンの

設置 

数値目標 

主な指標 現状値（2021 年度） 目標値（2030 年度） 

457 件 900 件 
住宅用太陽光発電システム 

設置補助件数（累計） 

数値目標 

 

主な指標 現状値（2021 年度） 目標値（2030 年度） 

６R 活動などによる資源再利用の推進 

 ごみの発生抑制、再

利用、再資源化を推進

するとともに、ごみ減

量の普及啓発を行いま

す。 フリーマーケッ

トの開催 

食品ロスの削減 

基本施策３ 

町民の取り組み 事業者の取り組み 

温室効果ガス排出量の削減 

（町の事務事業編） 
9,427.8t-CO2 4,968.8t-CO2 

１人１日当たりの 

ごみ排出量 
1,098ｇ 857ｇ 
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数値目標 

 

主な指標 現状値（2021 年度） 目標値（2030 年度） 

ごみの分別の促進・適正な処理 

 効率的なごみの収集

運搬、適正な中間処理、

最終処分の推進を図り

ます。 
ごみの適正な処

理の理解 

ごみの減量化、

再資源化の徹底 

基本施策４ 

数値目標 

主な指標 現状値（2021 年度） 目標値（2030 年度） 

自然緑地の保全、公園等の適正管理 

 まちの緑化推進を図

るとともに、緑地の保

全と整備・活用の推進

を図ります。 

緑化や植栽管理

の推進 

自然とふれあい

心身の健康増進 

基本施策５ 

数値目標 

森林面積 

主な指標 現状値（2021 年度） 目標値（2030 年度） 

3,571ha 現状維持 

森林と農地の保全 

 森林の保全と適切な

管理、農業振興、地産地

消の推進、環境保全型

農業の推進を図りま

す。 
森林環境教育へ

の参加 

木製品や間伐材

の利用 

基本施策６ 

数値目標 

水生生物観察会などの参加人数 

主な指標 現状値（2022 年度） 目標値（2030 年度） 

35 人 80 人 

人と自然との共生 

 自然環境学習の実

施、鳥獣被害対策、自然

環境の保全の推進を図

ります。 

野生鳥獣による

被害の防止 

自然環境や生物

の重要性を理解 
 

基本施策７ 

ごみ焼却場焼却対象量 13,802.19t 10,361.29ｔ 

町内公園数（都市公園） 10 か所 現状維持 
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４ 計画の進め方   

 

 

 

 

 

美しくきれいなまち 基本施策８ 

まちの景観の保全と

調和、ごみのポイ捨て

や不法投棄対策、ペッ

ト対策の推進を図りま

す。 
ポイ捨ての禁止 

ペットを飼うと

きのマナー向上 

数値目標 

 

ごみゼロ運動の参加人数 

主な指標 現状値（2021 年度） 目標値（2030 年度） 

3,176 人 7,340 人 

水と空気の環境保全 基本施策９ 

地下水の保全、水質・

大気・騒音振動などの

生活環境の悪化の未然

防止を図ります。 

野焼きの禁止 公共交通の利用 

数値目標 

 

主な指標 現状値（2021 年度） 目標値（2030 年度） 

環境について学ぶ・情報を発信する 基本施策 10 

 環境教育・環境学習

の推進、学ぶ機会や場

所の提供、環境情報の

提供・環境保全活動の

拡大を図ります。 環境情報の 

発信・活用 

環境美化活動へ

の参加 

数値目標 

主な指標 現状値（2021 年度） 目標値（2030 年度） 

施策や事業の進捗状況を定期的に

把握・評価し、計画を継続的に見直す

必要があるため、継続的改善の仕組み

を導入します。 

町の環境の状況や施策の実施状況

などを把握、調査し、年次報告書を作

成し「環境審議会」に報告を行うとと

もに、広く公表します。 

計画の策定 

計画の推進 

計画の点検・評価 

計画の見直し 

Action 

Plan 

Do 

Check 

継続的改善 

環境教育の参加人数 515 人 1,000 人 

河川の水質が B ランク以上

の地点数（51 か所中） 
45 か所 51 か所 



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函南町環境基本計画（概要版） 
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